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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す

れ
ば
何
が
で
き
る
の
か

　

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
国
が
重
点

分
野
と
し
て
い
る
「
６
分
野
13
項

目
」を
中
心
に
製
品
化
が
な
さ
れ
、

見
守
り
セ
ン
サ
ー
や
装
着
型
パ
ワ

ー
ス
ー
ツ
な
ど
が
普
及
し
始
め
た

―
―
。
そ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ス
や
研

究
大
会
発
表
な
ど
に
共
感
し
、
自

ら
の
介
護
施
設
に
導
入
し
た
が
、

思
っ
た
よ
う
に
効
果
を
発
揮
し
な

い
し
、
現
場
職
員
が
使
お
う
と
し

な
い
。
だ
か
ら
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

は
駄
目
だ
」「
人
間
で
な
い
と
介

護
は
無
理
」
と
、
推
進
派
か
ら
一

転
し
て
慎
重
派
（
否
定
派
）
に
な

る
介
護
事
業
経
営
者
も
少
な
く
な

い
。

　

厚
労
省
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

事
業
を
受
託
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ

経
営
研
究
所
・
足
立
圭
司
シ
ニ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
に
対
し
『
正
し
い
期
待
』
を
持

つ
こ
と
が
重
要
と
な
る
」と
い
う
。

　

足
立
氏
は
「
確
か
に
、
現
時
点

で
介
護
を
完
全
に
ロ
ボ
ッ
ト
に
置

き
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

介
護
現
場
の
こ
れ
ま
で
や
り
方

を
、
ま
っ
た
く
新
し

い
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
置
き
換
え
る
の
は

非
現
実
的
。
ま
た
、

性
急
な
変
革
は
現
場

の
反
感
を
招
き
か
ね

な
い
」
と
し
た
上
で

「
排
泄
・
入
浴
・
移

動
・
事
務
作
業
の
負

担
軽
減
な
ど
実
現
し

た
い
目
的
を
明
確
に

し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

類
型
・
利
用
者
像
・

職
員
配
置
状
況
・
建

物
構
造
な
ど
を
総
合

的
に
検
討
し
、
現
場

職
員
の
意
見
を
聞

き
、
ど
の
機
種
を
導

入
す
る
か
を
絞
り
込

み
、
試
用
を
経
て
か

ら
導
入
で
き
れ
ば
、

ケ
ア
の
質
を
維
持
向

上
さ
せ
つ
つ
負
担
軽
減
が
実
現
で

き
る
」
と
行
動
科
学
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
視
点
が
重
要
だ
と
い
う
。

「
質
の
高
い
ケ
ア
の
再
現
性
」

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
真
骨
頂

　

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
こ
と
は
「
質
の
高
い
ケ
ア
の

再
現
性
」（
足
立
氏
）
と
い
う
。

　

介
護
職
の
キ
ャ
リ
ア
や
技
量
に

よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
異
な

る
こ
と
が
あ
る
が
、
最
適
な
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
が
選
定
さ
れ
現
場
で
活

用
さ
れ
れ
ば
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
、
ど
の
介
護
職
員
で
あ
っ
て

も
再
現
性
を
も
っ
て
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

　

科
学
的
介
護
情
報
シ
ス
テ
ム

「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」
が
始
ま
っ
た
が
、

再
現
性
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は

科
学
的
介
護
に
も
適
う
。
デ
ー
タ

収
集
の
意
味
で
も
「
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
＋
介
護
ソ
フ
ト
」
へ
の
期
待
も

高
ま
っ
て
い
る
。

　

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
と
い
う
方

向
性
を
経
営
者
と
現
場
職
員
が
共

有
す
る
に
は
、
目
に
見
え
る
効
果

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要

に
な
る
。「
た
と
え
ば
、
見
守
り

支
援
機
器
と
イ
ン
カ
ム
を
一
体
的

に
活
用
す
る
相
乗
効
果
は
大
き

く
、
比
較
的
早
く
結
果
に
結
び
つ

け
ら
れ
る
。
ま
ず
見
守
り
支
援
機

器
で
成
功
体
験
を
積
ん
で
、
そ
れ

以
外
の
課
題
解
決
に
別
の
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
を
検
討
す
る
取
り
組
み

が
、効
果
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
」

（
足
立
氏
）。

導
入
ま
で
の
行
動
科
学

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
援

　

厚
労
省
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
開

発
・
実
証
・
普
及
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
事
業
」
で
は
、
全
国
14
ブ

ロ
ッ
ク
に
１
カ
所
ず
つ
相
談
窓
口

を
開
設
。
機
器
展
示
や
紹
介
に
留

ま
ら
ず
、
一
連
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
支
援
し
て
く
れ
る
。

　
「
検
討
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
が

実
際
の
介
護
現
場
に
定
着
し
、
業

務
改
善
を
伴
っ
て
効
果
を
発
揮
す

る
の
か
を
試
用
で
き
る
制
度
も
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
介
護
現
場
の
文

化
に
な
か
っ
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の

活
用
な
の
で
、相
談
窓
口
を
通
じ
、

専
門
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
て

い
た
だ
き
た
い
」（
足
立
氏
）。

　

今
は
で
き
て
い
る
こ
と
で
も
、

２
０
４
０
年
に
は
サ
ー
ビ
ス
需
要

増
加
と
人
材
不
足
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。「
貴
重
な

人
材
を
失
わ
な
い
た
め
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
（
持
続
で
き
る
）
な
職
場

づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
介
護
ロ
ボ

ッ
ト
活
用
を
含
む
職
場
改
善
の
取

組
は
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
足
立
氏
は
語
っ
た
。�（
了
）

特 集

　

富
田
浜
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

浜
風
（
三
重
県
四
日
市
市
、
山
口

亮
施
設
長
）
で
は
、
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
改

善
や
夜
勤
職
員
の
業
務
見
直
し
・

最
適
化
に
よ
り
、
無
理
の
な
い
夜

勤
職
員
削
減
に
成
功
し
た
。

　

同
施
設
は
80
床
の
ユ
ニ
ッ
ト
型

個
室
で
、
平
均
要
介
護
度
は
３
・

８
。
自
立
支
援
を
希
望
す
る
入
居

者
も
い
る
こ
と
か
ら
個
別
対
応
を

実
践
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
看
取
り
ケ
ア
な
ど
重
度

者
対
応
も
行
っ
て
お
り
、
職
員
の

業
務
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
っ
た
。

　
「
当
初
か
ら
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ
る
解
決
が
前
提

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
山
口

施
設
長
。

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

（
大
阪
府
門
真
市
、

楠
見
雄
規
社
長
）
は

介
護
事
業
所
・
施
設

な
ど
向
け
に
、
一
人

ひ
と
り
に
合
っ
た
歩

行
機
能
訓
練
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い

る
。

　

専
用
に
開
発
し
た

「
ウ
ォ
ー
ク�

ト
レ
ー

ニ
ン
グ�

ロ
ボ
」
は
、

通
所
事
業
所
や
老
健

施
設
な
ど
で
の
歩
行

機
能
訓
練
に
適
し
た

る
「
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
▽
機
器
の

使
い
方
を
学
ぶ「
ス
タ
ッ
フ
研
修
」

―
―
な
ど
導
入
前
研
修
が
２
カ
月

か
け
て
実
施
さ
れ
、
全
職
員
が
学

ん
だ
。

　

介
護
現
場
の
文
化
・
風
土
と
し

て
無
か
っ
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
で
あ
る
た
め
、
施
設
業

務
の
中
に
機
器
活
用
を
定
着
さ
せ

る
に
は
、
同
じ
視
点
で
話
し
、
共

感
で
き
る
介
護
系
資
格
者
と
の
対

話
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
同
社
の

考
え
に
基
づ
く
。

　

山
口
氏
は
「
全
職
員
が
研
修
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
何
度
も
開
催
し

て
い
た
だ
け
た
こ
と
で
、
職
員
が

導
入
理
由
や
効
果
を
理
解
し
、
導

入
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
運
用
時
の

不
安
解
消
に
も
繋
が
っ
た
」
と
話

す
。施

設
主
体
「
介
護
業
務
見

直
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も

　

研
修
と
並
行
し
て
、
同
施
設
で

は
事
前
に
介
護
業
務
見
直
し
の
た

め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
た
。

　

構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
髙
木
友
貴

係
長
を
始
め
、
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ

ン
ま
で
各
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
送
り

周
辺
施
設
「
成

功
事
例
」
見
学

か
ら
導
入
ま
で

　

親
交
の
深
い
介
護
施
設

の
理
事
長
の
紹
介
で
興
味

を
持
っ
た
の
が
き
っ
か

け
。
そ
の
施
設
は
、
見
守

り
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
活

用
で
業
務
全
般
の
見
直
し

に
成
功
し
た
と
い
う
。
早

速
、
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
「
良
さ

そ
う
だ
」
と
実
感
を
得
て
導
入
を

検
討
し
始
め
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
製
品
を
比
較
検
討

し
、
２
０
２
１
年
３
月
よ
り
、
見

学
施
設
で
導
入
さ
れ
て
い
た
コ
ニ

カ
ミ
ノ
ル
タ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
（
東
京
都
中
央
区
、
三

浦
雅
範
社
長
）
の
見
守
り
シ
ス
テ

ム
「
Ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
Ｑ
ケ
ア
サ

ポ
ー
ト
」の
全
室
導
入
を
決
め
た
。

活
用
の
カ
ギ
握
る

「
導
入
前
研
修
」

　

機
器
導
入
の
意
向
を
同
社
担
当

者
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
始
ま
っ
た

の
は
研
修
だ
っ
た
。

　

介
護
系
資
格
を
取
得
し
た
同
社

の
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
▽
施
設

に
合
わ
せ
た
活
用
方
法
を
検
討
す

歩
行
器
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
。
押
し
て

歩
く
だ
け
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

結
果
が
自
動
で
計
測
・
記
録
さ
れ
、

ス
タ
ッ
フ
の
業
務
効
率
化
も
支
援

す
る
。
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
安

全
性
に
関
す
る
国
際
規
格
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
３
４
８
２
を
取
得
済
み
。

　

ハ
ン
ド
ル
部
に
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

画
面
を
装
備
し
、
使
用
す
る
際
に

画
面
を
操
作
し
て
、
利
用
者
を

選
ぶ
か
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
か
ざ
せ

ば
、
ハ
ン
ド
ル
の
高
さ
と
そ
の
人

に
合
っ
た
運
動
負
荷
を
自
動
で
設

定
し
て
く
れ
る
。
音
声
ガ
イ
ド
に

従
っ
て
歩
行
す
る
と
、
画
面
に
歩

行
速
度
や
時
間
、
距
離
と
歩
行
姿

出
さ
れ
る
８
人
の
職
員
、
機
能

訓
練
指
導
員
な
ど
横
断
的
な
顔
ぶ

れ
で
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
チ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
機

器
の
使
い
方
や
、
導
入
の
意
図
共

有
、
デ
ー
タ
分
析
な
ど
を
行
い
、

各
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
の
参
加
メ
ン

バ
ー
が
職
員
に
説
明
す
る
。

　

髙
木
係
長
は
「
夜
勤
職
員
が
介

護
業
務
に
集
中
で
き
る
よ
う
日
中

に
介
護
助
手
を
採
用
し
、
業
務
効

率
化
に
も
繋
げ
た
」
と
説
明
す

る
。

「
無
理
な
く
」
夜
勤
職

員
５
人
か
ら
４
人
に

　

こ
れ
ま
で
同
施
設
で
は
夜
勤
職

員
と
し
て
５
人
を
配
置
し
て
い
た

が
、
Ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
Ｑ
ケ
ア
サ

ポ
ー
ト
導
入
後
は
、
シ
ス
テ
ム
の

導
入
効
果
と
、夜
勤
業
務
を
絞
り
、

日
中
の
職
員
を
充
実
さ
せ
業
務
を

割
り
当
て
る
こ

と
を
一
体
的
に

実
施
す
る
こ
と

で
、
４
人
配
置

に
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

同
シ
ス
テ
ム

の
特
長
は
、
居

勢
（
左
右
バ
ラ
ン
ス
）
が
表
示
さ

れ
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
流
れ
る
。

　

歩
行
中
に
本
体
内
蔵
の
セ
ン

サ
ー
が
、
ハ
ン
ド
ル
に
か
か
る
力

や
車
輪
の
回
転
情
報
な
ど
を
検
知

し
、
歩
行
を
終
え
る
と
、
ク
ラ
ウ

ド
上
の
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
、
歩
行

距
離
・
時
間
、
左
右
バ
ラ
ン
ス
な

ど
の
デ
ー
タ
が
送
ら
れ
る
。
シ
ス

テ
ム
の
Ａ
Ｉ
が
そ
の
デ
ー
タ
を
解

析
し
、
次
回
使
用
時
に
最
適
な
運

動
負
荷
を
提
案
す
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
パ
ソ
コ
ン
で
シ
ス

テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
と
、
各

デ
ー
タ
を
確
認
で
き
、
利
用
者
ご

と
の
ハ
ン
ド
ル
高
さ
や
運
動
負

室
の
天
井
に
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
起
床
や
転
倒
な
ど
の
危

険
な
動
作
を
認
識
し
た
際
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
映
像
と
と
も
に

通
知
、
転
倒
は
前
後
１
分
間
の
動

画
を
Ｐ
Ｃ
か
ら
閲
覧
で
き
る
点
。

ま
た
、
そ
の
場
で
ケ
ア
記
録
や
申

し
送
り
、
連
絡
事
項
の
入
力
も
で

き
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
共
有

で
き
る
。

　

事
前
に
ラ
イ
ブ
映
像
で
状
況
を

確
認
す
る
こ
と
で
、
準
備
を
し
て

か
ら
駆
け
つ
け
る
な
ど
、
職
員
の

精
神
的
負
担
も
軽
減
さ
れ
た
。

入
居
者
の
為
の
安
眠
確
保

　

同
施
設
で
は
同
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
こ
と
で
夜
間
の
訪
室
回
数

が
減
り
、
利
用
者
の
睡
眠
時
間
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。

　

髙
木
氏
は
「
こ
れ
ま
で
は
定
期

的
に
確
認
に
行
っ
て
い
た
が
、
そ

の
物
音
や
気
配
で
利
用
者
を
起
こ

し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
必
要
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
訪
室
す
る
こ
と
で
、

日
中
活
動
に
欠
か
せ
な
い
十
分
な

睡
眠
時
間
が
確
保
で
き
、利
用
者
・

職
員
双
方
に
と
っ
て
快
適
な
ケ
ア

の
実
現
に
つ
な
が
っ
た
」
と
導
入

の
効
果
を
話
す
。

　

ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
同
施
設
で

は
、
入
所
者
の
意
向
を
聞
き
な
が

ら
排
泄
自
立
や
、
褥
瘡
対
策
な
ど

自
立
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
る
。
日
中
の
活
動
量

を
増
や
す
に
は
、
睡
眠
時
間
の
確

保
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
夜

勤
帯
の
ケ
ア
の
向
上
は
相
乗
で
効

果
を
高
め
る
効
果
も
期
待
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

荷
、
目
標
設
定
な
ど
も
管
理
で
き

る
。
運
動
記
録
は
、
グ
ラ
フ
入
り

の
レ
ポ
ー
ト
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
や
Ｃ
Ｓ

Ｖ
フ
ァ
イ
ル
で
出
力
で
き
、
報
告

書
や
加
算
申
請
様
式
な
ど
の
作
成

に
も
活
用
で
き
る
。

　

同
社
の
歩
行
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
支

援
サ
ー
ビ
ス
は
、ロ
ボ
ッ
ト
１
台
、

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
利
用
ア
カ

ウ
ン
ト
な
ど
を
合
わ
せ
て
、
管
理

費
な
ど
含
め
月
額
利
用
料
３
万

円
（
税
抜
）
か
ら
提
供
。
老
健
施

設
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
有
料
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
で
も
活
用
さ
れ
て
い

る
。

　

問
合
せ
は
、
同
社
ア
ク
テ
ィ

ブ
エ
イ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（wtr_sales@gg.jp.

panasonic.com

）
ま
で
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

個
別
歩
行
訓
練
を
ロ
ボ
ッ
ト
と
Ａ
Ｉ
で
支
援

富
田
浜
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
浜
風
（
三
重
県
四
日
市
市
）

業
務
見
直
し
と
介
護
ロ
ボ
活
用
の
効
果

夜
勤
帯
の 「
負
担
」 

と 「
人
員
」 

削
減

山口施設長（左）、髙木係長

スマホ活用で、必要な時に
すぐに情報共有が行える

Ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
Ｑ
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
小
さ
く
、
設
置

し
て
も
室
内
の
風
景
に
溶
け
込
む
。（
写
真
上
部
左
）

通
知
時
は
、
映
像
を
確
認
し
て

駆
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

　

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
「
自
動
化
・
効
率
化
が
進
み
人
員
削
減

が
で
き
る
」
と
期
待
す
る
声
が
あ
る
一
方
、「
ま
っ
た
く
役
に
立
た

な
い
。
介
護
は
人
間
が
す
る
も
の
」と
両
極
の
考
え
方
が
見
ら
れ
る
。

厚
生
労
働
省
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
・
実
証
・
普
及
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
」
を
受
託
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
経
営
研
究
所
・
足
立

圭
司
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
肯
定
・
否
定
派
の
中
間
が
正
し
い

ス
タ
ン
ス
か
も
し
れ
な
い
。期
待
通
り
の
効
果
を
発
揮
で
き
る
か
は
、

機
器
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
介
護
現
場
で
自
律
的
に
機
能
す
る
ま
で

の
行
動
科
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
伴
っ
て
い
る
か
だ
」
と
話
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
で
き
る
コ
ト
～
現
場
活
用
の
た
め
に
～ 

③
（
最
終
回
）

　
ど
う
す
れ
ば
使
い
こ
な
せ
る
か
？

「
機
能
」 を
活
か
す
行
動
科
学

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

北九州市独自の伴走型支援の様子。全スタッフの業務時間を計測する


